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第98号議案 

三田市の消防指令事務の神戸市に対する事務委託に関する規約の制定の件 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 252条の 14第１項の規 定により、三田市

から消防指令事務の委託を受けるに当たり、次のとおり規約を定める。 

令和４年 11月 28日提出  

神戸市長  久   元   喜   造   

三田市の消防指令事務の神戸市に対する事務委託に関する規約  

（委託事務の範囲）  

第１条 三田市は、地方自治法（昭和22年法律第 67号。以下「法」という。）第

2 5 2条 の 1 4第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 消 防 指 令 事 務 （ 以 下 「 委 託 事 務 」 と い

う。）の管理及び執行を神戸市に委託する。 

 （管理及び執行の方法） 

第２条 委託事務の管理及び執行については、神戸市の条例及び規則その他の規

程（以下「条例等」という。）の定めるところによる。 

（経費の負担） 

第３条 委託事務の管理及び執行に要する経費（以下「委託費」という。）は、

三田市の負担とする。 

２  神戸市長は、毎年度終了後速やかに、当該年度に要した委託費の額及びその

明細を記載した書類を三田市長に送付するものとする。 

３  三田市は、前項の書類の送付を受けた後、法第 235条の５に規定する日まで

に、前項の委託費を神戸市に交付するものとする。 

（予算への計上） 

第４条 神戸市長は、委託事務の管理及び執行に係る収入及び支出については、

神戸市の歳入歳出予算において分別して計上するものとする。 

（決算の場合の措置） 

第５条  神戸市長は、法第 233条第６項の規定により、決算の要領を公表したと

きは、同時に当該決算の委託事務に関する部分を三田市長に通知するものとす

る。 

（連絡会議） 
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第６条 神戸市長は、委託事務の管理及び執行について連絡調整を図るため、三

田市長と年１回定期に連絡会議を開くものとする。ただし、神戸市長又は三田

市長のいずれかが必要と認めるときは、臨時に連絡会議を開くことができる。 

 （条例等改正の場合の措置） 

第７条 委託事務について適用される条例等の全部又は一部が改正された場合に

おいては、神戸市長は、直ちに改正後の当該条例等を三田市長に通知しなけれ

ばならない。 

（補則） 

第８条 この規約に定めるもののほか、委託事務の管理及び執行に関し必要な事

項は、神戸市長及び三田市長が協議して定める。 

附  則  

この規約は、令和５年３月31日までの間で、神戸市長及び三田市長が協議して

定める日から施行する。 

 

理     由  

地方自治法第252条の 14第３項において準用することとされる同法第252条の２

の２第３項本文の規定により、議会の議決を経る必要があるため。 

6



（参 考） 

地方自治法 ぬきがき 

 （協議会の設置） 

第252条の２の２ 普通地方公共団体は、普通地方公共団体の事務の一部を共同して管理し及び執行し、若しくは普通地

方公共団体の事務の管理及び執行について連絡調整を図り、又は広域にわたる総合的な計画を共同して作成するため、

協議により規約を定め、普通地方公共団体の協議会を設けることができる。 

２ ［略］ 

３ 第１項の協議については、関係普通地方公共団体の議会の議決を経なければならない。ただし、普通地方公共団体の

事務の管理及び執行について連絡調整を図るため普通地方公共団体の協議会を設ける場合は、この限りでない。 

４～６ ［略］ 

（事務の委託） 

第252条の14 普通地方公共団体は、協議により規約を定め、普通地方公共団体の事務の一部を、他の普通地方公共団体に委託

して、当該他の普通地方公共団体の長又は同種の委員会若しくは委員をして管理し及び執行させることができる。 

２ ［略］ 

３ 第252条の２の２第２項及び第３項本文の規定は前２項の規定により普通地方公共団体の事務を委託し、又は委託し

た事務を変更し、若しくはその事務の委託を廃止する場合に、同条第４項の規定は第１項の場合にこれを準用する。 
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【第 98 号議案「三田市の消防指令事務の神戸市に対する事務委託に関する規約の制定の件」の概要】 

 

１ 規約制定の理由 

三田市から消防指令事務の事務委託を受けるに当たり、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第

252 条の 14 第１項の規定に基づき規約を定めるもの。 

 

２ 事務委託による消防指令事務共同運用の効果 

消防指令事務の共同運用により、災害情報の一元管理による消防サービスの充実及び財政面での

効果を実現する。 

（１）消防サービスの充実 

神戸市と三田市は隣接しているため、消防指令事務の共同運用（災害情報管理の一元化）によ

り、神戸市・三田市消防相互応援協定書（隣接応援協定）に基づく迅速な応援出動が可能になり、

神戸市の北神地域及び三田市の消防サービスが充実する。 

（２）財政面の効果 

消防指令システムを各市で単独整備する場合と比較して、施設整備や運用に係るコストの全体

的な軽減が見込まれる。なお、消防指令事務の共同運用は、国が進める消防の連携・協力推進施

策に沿った取組みであるため、国の有利な財政措置の活用が期待できる。 

 

３ 事務の委託の時期 

令和９年度開始を予定 

 

４ これまでの経緯と今後の予定 

令和４年度 ４～８月 神戸市消防局と三田市消防本部による事前協議実施 

10月 パブリックコメント実施 

11～12月 神戸市会にて事務委託に関する規約制定について審議 

＜神戸・三田両市議会で審議の結果、議決を得られれば＞ 

12月 二市間の事務委託協議書締結 

国・県への報告 

令和５年度 共同指令センター(高機能消防指令)システム構築仕様書の策定 

共同指令センターの具体的運用内容及び費用負担方法の調整 

令和６年度 システム調達手続 

令和７～８年度 共同指令センター構築作業（庁舎工事・機器設置含む） 

令和９年度 共同指令センター正式稼働 
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≪事務委託による消防指令事務共同運用のイメージ≫ 

 

〇現行の体制（各市で消防指令事務を実施） 

 

 

 

 

 

〇事務委託（消防指令事務の共同運用）開始後の体制 
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